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問題 A	か問題 B	のどちらかを選び、答えなさい。

問題 A

1.	 次の二つのテキストを分析して、比較対照しなさい。二つのテキストの共通点と相違点、
また文脈、読者層、目的、そして形式や文体の特徴の重要性についても言及しなさい。

テキスト 1
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　　　というか　　　　というか、1950	年代の松山で、ぼくらはシェイクスピアの
「夏の夜の夢」を上演した。訳と演出は安西敏雄君、ぼくはライサンダーという色 
男役（エヘン）で出演している。
　安西敏雄君といえば、いまは劇団「円」の　　　で、シェイクスピアの訳や演出を
次々に手がけている人だが、当時は愛媛大学の学生である。その彼と僕が中心になっ
て作ったアマチュア劇団の、それは天をもおそれぬ公演だった。
　何が天をもおそれぬ公演かと言って、カネがまったくなかったのである。シェイ
クスピアさん自身は、とてもフトコロの深い人だから、ぼくら素人が取り組んだ 
って、それはそれで許してくれる。が、いざ舞台にかけるとなれば、衣装やらヘヤー
やらに、どうしたって、ある程度のカネがかかる。ま、衣装はモモヒキを染めてタイ
ツに見立てることもできるけれど、ヘヤーばかりはどうにもならないわけで、だとい
うのにぼくらの劇団の金庫には、数千円のカネしかなかったのだ。
　が、案じるより生むはやすし、というのか、父の知り合いだった二番町のリオ美容
室（今のリオ・パート2）へ、安西君とぼくがおそるおそる協力をお願いに行ったら、
店主の橋本勝子さんがギロッとぼくらの顔を見るなり、「ハイ、やらせていただき 
ます」と言う。「でも、おカネがあまり・・・・」とぼくが言いかけたら、「おカネ
はいりません。でも時間をください。どうやったら恥ずかしくないものができるか、
技術的な問題をしっかり考えてみます」と、勝子さんは言った。あのころの彼女は、
ぼくらより二、三歳年上だったから、二十五、六だったろうか。
　で、ぼくらも稽古でがんばったが、勝子さんもがんばった。それだけじゃない、 
勝子さんの姉さんで、着付けやメークアップのプロである橋本つた子さんまで、ぼく
らの舞台づくりに力を貸してくれた。
　おかげでぼくらの「夏の夜の夢」は、松山の夜空にそれなりの夢を描き上げること
に成功した（と思っている）のだが、打ち上げのあとでぼくと安西君が、心ばかりの
おカネをつつんで、橋本勝子さんの所へお礼に行くと、彼女は「いただくんなら、 
その百倍くらいいただきます」と言って、どうしても受けとってくれない。彼女は 
「自分たちのためにやったんです。面白いからやったんです。商売だったら、はじめ
からやっていません」
　いま思うと、これがボランティアというものだろう。ボランティアというのは、 
「世のため、人のため」だけでなく、何よりも「自分のため」のものであって、その
動機は「自分がイキイキできるから」「面白いから」ということにつきると思う。 
つまり、自分自身を「リクリエイト」することだと言っていいだろう。近ごろ話題の
「ボランティア」は、いままで日本の風土になじまないと言われてきたけれど、そん
なことはない。なじまなかったのは、言葉だけだ。

天野祐吉「ボランティア事始め」朝日新聞愛媛版、1995	年 2	月 17	日
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テキスト 2
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　最近はボランティアが注目されています。企業の社会的貢献や社会的責任も強調さ

れるようになってきました。個人も企業も社会の一員、その社会が続いていくために

それぞれができる範囲でできるだけのことをするのはすばらしいことです。日本の企

業もお金をもうけるだけでなく、こうした社会貢献活動が企業イメージを上げ、企業

の品格を上げることにやっと気がついてきました。

　日本ではキリスト教のバックがないからボランティアは根づかないと言われていた

のですが、1995	年の阪神淡路大震災を機にすっかり定着しました。また各地で NPO	が
作られさまざまな活動をしています。主婦や学生だけでなく社会人でもボランティア

をする人が増えました。近いうちに日本でも本業の世界で成功しているだけでなく、

社会に役立つ活動しているかどうかが重視される社会がくるでしょう。同時に多くの

人が普通にボランティアを行うようになると、それが特別立派な行いとして尊敬の目

で見られることはなくなります。

　品格のある人は何気なく当たり前のこととして善行を行い、特に自慢してはいけま

せん。よいことをしていても自分で自慢するととたんに品格が落ちて、自慢したくて

やっているのか、売名だろうと思われてしまいます。目立つように派手に善行をつむ

のは、一種の広報活動であり企業イメージを上げるため、ビジネスの世界ではやむを

えませんが、プライベートな場ではひっそり、しかし息長く行うほうが、みんなに感

動を与えます。隠れてということは、こそこそやるということではなく、大げさにせ

ず自慢、宣伝をしないことです。徳という言葉は、もともと報酬を期待しない善行の

ことをいいます。

　ボランティアにかぎらず、よいことは隠れて行い、自慢や宣伝をしないほうが奥ゆ

かしく、その人の品格を高めます。仏教のエッセンスを集めた『      』という本の

一節に「  いて愛語を聞くは  を喜ばしめ、心を楽しくす、  わずして愛語を聞くは 

　に　じ魂に銘ず」とあります。相手に対する愛に満ちた言葉は面と向かって直接聞

くよりは、間接的に人づてに聞くほうが、心を動かし感動を与えるということです。

　自分の努力を　　する必要はありません。（中略）そうした目に見えない努力を肩

肘はらずきちんとできるかどうかで、人間の格が決まります。（中略）言いふらさな

いで、何気なく涼しい顔をしながら実は努力を重ねているというのが一番品格があり

ます。

　湖に浮かぶ白鳥はすいすいと自然に浮かんでいるように見えますが、水面下では必

死で水かきをしています。努力を見せびらかさないから美しいのです。

坂東眞理子『女性の品格』PHP	新書(2006	年)より抜粋
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問題 B

2.  次の二つのテキストを分析して、比較対照しなさい。二つのテキストの共通点と相違点、
また文脈、読者層、目的、そして形式や文体の特徴の重要性についても言及しなさい。

テキスト 3

二人の山師　　山師の腰に刃物がある
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おれの山の木を盗んだな

盗まぬ

それはなんだ

  にする木だ

どこで切った

山でだ

どこの山でだ

ずっと奥だ

誰の山だ

誰のか知らぬ

立札が立っていたろう

憶えていない

空とぼける気か

白い  は立っていたが読めなかったのだ

誰の山か知らずに薪の木を切れるのか

いいあんばいに枯れかかった木があったのだ

この薪は赤松だろう

たしかにそうだ

赤松はおれの山だ

赤松はほかにもある

この道はおれの山から降りる道だ

そうかも知れん

隠れていたらこの奥からおまえは出て来た

だからおれにどうしろとおまえはいうのだ

薪を返せ

それだけじゃ証拠にならぬ

切株を調べにいこう

おれは嫌だ

なぜ嫌だ

切った株はもうないからだ

なぜないのだ

土をかぶせて隠したのだ

「二人の山師」、詩集『 　　　』（1957	年）

まき

薪

くい

杭

じょうすすむ

城 侑
き け い ろ ん

畸型論



–	5	– M13/1/AYJPN/HP1/JPN/TZ0/XX

2213-2037

テキスト 4

今
森
光
彦
『
旬
』
の
写
真
便
り 

 
 

 

ま
ほ
ら
の
四
季 

 
 

 
 

第 

回
森
の
湧
水
（
秋
田
県
・
山
形
県
） 

独

立

峰

。

厳

か

で

美

し

い

山

塊 

で
す
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超
え
る
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は
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晩
秋
か
ら
初
夏
に
か
け
て
雪
を
た
た

え
ま
す
。 

 

古
く
か
ら
日
本
海
を
行
き
来
す
る

船
乗
り
に
と
っ
て
、
こ
の
山
は
大
切

な
目
印
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い 

ま
す
。
そ
し
て
遠
く
か
ら
眺
め
る 

ほ
ど
、
堂
々
と
し
た
山
容
に
変
貌
す

る
の
で
す
。
船
乗
り
に
、
か
け
が
え

の
な
い
神
の
山
と
し
て
、
心
の
支
え

に
も
し
て
き
た
こ
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で
し
ょ
う
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登
山
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を
進
む
と
、
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ま
ざ
ま
な

樹
形
の
ブ
ナ
が
立
ち
は
だ
か
る
よ
う

に
林
立
し
ま
す
。
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つ
て
こ
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は
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薪
炭
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と
し
て
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さ
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て
お
り
、
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。
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年
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で
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場
合
は
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が
遅
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で
、

も
っ
と
長
い
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す
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そ
ん
な
大
き
な
歯
車
の
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に
人
の

生
活
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噛 

み
あ
っ
て
、
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は
ゆ
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回
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け

て
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ま

し

た
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は
、
使
わ
れ
な
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な
っ
た
炭
焼
き

小
屋
が
木
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の
中
に
ぽ
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と
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て
い
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。
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こ
と
な
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事
の
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う

な
気
さ
え
し
ま
す
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木
々
の
下
に
目
を
や
る
と
、
湧
水

が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
鳥
海

山
は
、
日
本
有
数
の
降
水
量
を
も 

つ
山
。
屋
久
島
や
大
台
ケ
原
（
奈

良
・
三
重
）
と
比
べ
て
も
、
ひ
け
を

と
ら
な
い
ほ
ど
で
す
。
雨
水
は
森
の

根
の
中
に
蓄
え
ら
れ
、
山
の 

裾
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に

じ
わ
じ
わ
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と
さ
れ
ま
す
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ま
た
、
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か
な
水
は
数
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の
生

命
を
育
み
ま
す
。
そ
れ
は
、
鳥
海
山

の
高
山
植
物
が 

 
 

種
を
超
え
、

チ
ョ
ウ
カ
イ
フ
ス
マ
、
チ
ョ
ウ
カ
イ

ア
ザ
ミ
な
ど
名
前
に
「
チ
ョ
ウ
カ
イ
」

の
付
く
固
有
の
植
物
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
も
分
か
り
ま
す
。
火
山
活
動

の
歴
史
を
も
つ
こ
の
山
は
、
川
の
浸

食
を
受
け
て
複
雑
な
山
容
に
な
り
、

環
境
の
多
様
性
が
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
す
。 

 

湧
水
の
水
面
に
映
る
森
が
、
お
だ

や
か
に
笑
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

雑誌『サライ』2009	年 7	月 2	日号、小学館より

まほら　素晴らしい場所、理想郷。
サライ　ペルシア語で「宿」の意味。
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森
の
中
は
、
緑
の 

帳 

に
包
ま
れ
て

初
夏
の
色
に
染
ま
っ
て
い
ま
す
。 

風
邪
は
な
く
、
一
葉
一
葉
が
時
間
が

止
ま
っ
た
よ
う
に
動
き
ま
せ
ん
。 

は
る
か
頭
上
か
ら
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ 

ら
し
き
鳥
の
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま

す
が
、
姿
は
見
え
ず
、
た
だ
た
だ
呆

然
と
木
々
を
見
上
げ
る
ば
か
り
で
す
。

こ
ん
な
と
き
私
は
、
奥
深
い
自
然
の

中
に
と
っ
ぷ
り
と
浸
か
っ
た
安
ら
ぎ

に
満
た
さ
れ
ま
す
。 
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、 

鳥 

海 

山 

の
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の
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。
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り 

し
ん
た
ん
り
ん 

き 

あ
か
し 

か 

の
ぞ 

ゆ
う
す
い 

す
そ
の 

ば
っ
さ
い 


